
改善箇所説明図

　　注：  内は対策部品を示す。

　改善の内容
　　全車両、当該フレーム下部に補強材を溶接で追加する。

  大型低床ＣＮＧ路線バスに改造した車両において、車体下部のフレームにＣＮ
Ｇボンベを装着したことによって、フレームの強度が不足することとなり、山間
の屈曲路等を繰り返し走行すると、当該フレームに亀裂が発生するものがある。
そのため、そのまま使用を続けると、亀裂が進行し、最悪の場合、当該フレーム
が破損するおそれがある。
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